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第４回 薩めぐみ／春の大舞踏会 

2016.06.22  

 プレヴェールが 1977 年 4 月に亡くなってから何年か。池袋の西武美術館のあるフロアの一角で

、その詩が歌われていた。よく知られたスタンダードなシャンソンではない。フランス語を理解

できたとしてもどれだけの人がこの詩人のテクストだとわかったかどうか、わからない。21 世紀

になってもかわらず「プレヴェールのうた」として本や CD としてリリースされるもの、スタン

ダードなシャンソンとして親しまれているプレヴェールとはあきらかに異なったものだった。 

 女性の声は低い。歌いあげるというよりは、朗読がそのままメロディに変容したかのよう。と

きにはささやきやため息さえもまじっているかのようで。かといって、朗誦 récitation ではけっし

てない。うた、である。そして楽器は、いや、エレクトリック・ピアノやシンセサイザーのサウ

ンドは、声に寄り添っているのではなく、声とともにこそあった。 

 Et ce qu’il voit est si beau / et ce qu’il sait est si vrai / que bien peu peuvent le voir / que bien peu peuvent 

le savoir / et que beaucoup l’ont oublié（そしてかれがみるものはあまりに美しく／かれが知るものは

あまりにほんとうだったから／ごくごくわずかの人だけがみることができ／ごくごくわずかの人

だけがしることができ／多くの人は忘れてしまっていた） 

 Jacques Prévert chanté par Megumi Satsu は 1979 年にリリースされた LP で、いまは渋谷文化村や

初台オペラシティにある Nadiff の前身、ART VIVANT が輸入・販売をしていた。お店の人はこっ

そりと、でも、うれしそうに話してくれたものだ。このアルバムはここ─このART VIVANT とい

う店に揃えてある音楽─からできているんだよ。ブライアン・イーノやジャーマン・ロック、ミ

ニマル・ミュージックというようなね。 

 ヌーヴェル・ヴァーグの映画作家たちがプレヴェール／カルネの古き良きフランス映画にうん

ざりしていたのと近いのかもしれないが、ところどころで耳にはいってくるシャンソンはいいと

して、いわゆる「シャンソン」にじっくりとつきあってこなかったわたしは、このアルバムだけ

はくりかえしくりかえし聴いた。そして、ここで用いられているプレヴェールの詩がはいってい

る『春の大舞踏会／ロンドンの魅惑』を、『パロール』よりもずっと愛読した。 

 『春の大舞踏会／ロンドンの魅惑』は、イジスの写真とともに 1951 年につくられた、もとはべ

つべつの詩／写真集。詩のみは 2 冊まとめて Folio 版で読めるのだが、長らく、写真集をみるこ

とは叶わなかったし、それほど写真に執着してもいなかった。何よりも薩めぐみのアルバムがパ

リとロンドンの街を、第二次世界大戦が終わってそれほど経っていない時期の街をそのままとら

えていたから。それに「現代詩手帖」では詩人が亡くなったとき、特集を組み、そこには窪田般

彌訳でいくつか読むことが、またイジスの写真を見ることができた。いまのように、ほしいとお

もってもすぐに手にとれる時代でもなかった。 

 先に引いた詩は、アルバムの冒頭に収められた楽曲の最初のストローフだが、つづくストロー

フも引いてみよう。こんなふうだ─Et la vitre n’est même pas fêlée / elle est simplement brisée（窓ガラ

スはひび割れてなんかいなかった／ただ割れていた） 

 これはどういうことなのか、ずっとわからなかった。わからないままだった。ことばとしては

わかっても、だ。それが、イジスとの詩と写真のコラボレーションを2008年にあらたなかたちで
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出版されたものをみて、そうなのか！と何十年来の疑問が解けたのである。いやそれこそ、ただ

（simplement）、窓ガラスのところにいる子どもが写真に映っているのだ。 

 いや、詩は写真を解説したり、逆に写真が詩を解説したりするわけではない。文字は文字で、

詩として独立して読むことはいくらでもできるし、そこで想像がはたらくのが詩だ。それでいて

、こうしてならべられていることで、腑に落ちることもある。ましてやプレヴェール、映画とつ

ながりがつよかった人物ではなかったか。あらためて、テクストとヴィジュアルが結びついた作

品においては、もともとのかたちを尊重すべきと納得したのであった。 

 もうひとつある。建物のはしに鳥かごを窓の外に引っ掛けている写真があって、この詩はうた

にはなっていない。だが、鳥かごのさまは、ほかでもない、前回とりあげたアニメーション『王

と鳥』のいくつかのシーンを想いおこさずにはいないのだ。時期的にも重なっているので、実証

はできないけれど、きっとプレヴェールもそのことをおもっていただろうなどと想像するのは楽

しい。この写真とならんでいる詩にはMon petit charbonnier（愛すべき炭焼き屋さん）と、ta 

femme（あなたのつれあい）と呼びかけさえあるのだから、アニメーションの煙突掃除夫とつな

がってもおかしくはない。 

 イジス、本名イジス・ビデルマナス（1911-1980）はユダヤ系リトアニア人。1930年にパリにや

ってきたが、この地でもナチスの拷問を受け、レジスタンスに助けだされて、戦後、人びとの姿

を写真に撮るようになった。 

 薩めぐみは札幌に生まれ東京での学生生活を経て、1970年に渡仏、以来、亡くなるまで2010年

までパリに暮した。その最初のアルバムがこのプレヴェール。いまはもう知る人はすくないのか

もしれないが、プレヴェールとうたといったら、わたしにはこの声が、このサウンドが欠かせな

い。 

  

◇初出＝『ふらんす』2016年7月号 
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シャンソン愛 

峰艶二郎(みね えんじろう)による、シャンソンについて綴るブロ

グです。 
htmt-mth@ezweb.ne.jp 

2021-06-17  

薩めぐみ 

シャンソンという鎧ー薩めぐみ Ⅰ 

フランスのシャンソン歌手の経歴を見ると、移民が多いことに気づく。アズナブール、ブレル、

ダリダ、ムスタキ、アダモなど、よく知られる歌手たちはフランス出身者ではないのだ。「フラ

ンスは旅行者には天国、移民には地獄」という黒いことわざがあるが、彼らがいかにしてシャン

ソンを武器にして地獄を生き抜いたか、ということに関心をもった。 

日本からフランスに渡った歌手はいないだろうか。そんなことを考えて、ふと頭をよぎったのは

薩めぐみ(さつめぐみ)という人のことである。 

薩めぐみは、1948年に札幌で生まれた。父親は札幌の情報誌「財界さっぽろ」の編集長である。 

早稲田進学中、68年に第五回日本アマチュアシャンソンコンクールで大賞を獲る。その後、石井

好子音楽事務所の専属歌手になるも、日本でシャンソン歌手と称して活動することに疑問を感じ

、70年にパリに渡る。 

79年、フランスの詩人ジャック・プレヴェールの詩を歌ったレコードを出したことが、日本とフ

ランスで話題になる。その後はフランスで歌手活動し、2010年に62歳で死去した。 

薩の映像はYouTubeに多数あるが、眉を剃り落とし、1920、30年代のアンティークのドレスに身

をつつんだ独特のファッション、その一方で歌う曲はテクノである。初見で、このアンバランス

さを受け入れるシャンソン愛好家は正直少ないだろう。 

しかし、彼女のファッションがフランスのアールデコ期のもの、言い換えれば日本のシャンソン

愛好家がイメージするフランスのファッションであり、他方で自身のレパートリーをフランスは

じめ世界で流行していたテクノで歌っていたことは、彼女が日本の移民としてフランスのシャン

ソン界で生き抜くための武装だったと気づく。 

では、彼女はいかにして自身の歌手活動を通じてその鎧を獲得したのか。本稿では、彼女の初期

アルバム３枚を取り上げて、数回にわたり論じていく。 

薩が日本からパリに渡り、自身のレパートリーを模索するなかで発見したのは、1920、30年代に

流行した文学の詩人の作品に曲をつけた「文学的シャンソン」と呼ばれるジャンルだった。石井

好子音楽事務所のツテで、現地のクラブ歌手になり歌手活動をするが、やがて専属歌手を辞めて

リサイタルのみで活動するようになる。そのリサイタルでは、作詞ジャック・プレヴェールと作
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曲ジョセフ・コスマの楽曲や、ベルトルト・ブレヒトの戯曲にクルド・ヴァイルが曲をつけたド

イツの音楽劇「三文オペラ」の挿入歌(これらは当時フランスの歌手の多くがカバーした)などを

中心に構成し、日本人が古きよき「文学的シャンソン」を歌っているということで、徐々に知ら

れるようになる。 

その一方で、彼女はパリの男性と結婚し出産もしている。その時期は活動を休止していたようだ

。 

当時の薩を知ることができる映像がYouTubeにある。 

1975年、日本のテレビ番組で映画「砂の器」の主題曲「宿命」で知られるピアニストの菅野光亮

と対談する映像だ。 

菅野と対談しながら、彼女は自身のコレクションである20、30年代のファッション誌や骨董品を

手にとって紹介している。この頃から、後のアンティークのファッションに身をつつむスタイル

の萌芽が見られる。 

また番組では歌声も披露する。フランスの詩人ポール・フォールの詩に曲をつけた「雪玉」、「

空と海と太陽と」というシャンソンで知られるフランソワ・ドゥゲルトの曲「さくらんぼ実る頃

を歌って」(のちにドゥゲルトは彼女に「風、ノルマンディー」という曲を提供し、それが日本の

ドラマ「天皇の料理番」の主題歌になる)、日本の詩人・西脇順三郎の詩に菅野が曲をつけた「冬

の朝」だ。 

このレパートリーを見ても、彼女が「文学的なシャンソン」を通じて、自身の歌手としてのスタ

イルを確率しようとしているのが伺い知れるだろう。 

そんな彼女の運命は、79年に大きく花開くこととなる。 

(続きます) 

シャンソンという鎧ー薩めぐみ Ⅱ 

日本からフランスに渡り、1920、30年代の「文学的シャンソン」を歌った薩めぐみは、徐々に現

地で知られるようになった。1975、6年頃には、彼女のリサイタルがテレビで放送されるようにな

る。 

そのとき彼女が歌うシャンソンの名曲「枯葉」を、テレビの前で息を飲んで観る男がいた。「枯

葉」の作詞者であり、フランスの詩人、ジャック・プレヴェールである。 

プレヴェールは、「こんなにも私の詞を理解し、肉薄した表現をした歌手はいない」と感嘆し、

彼女のために自身の詩を提供する準備をする。「枯葉」は世界中でヒットし沢山の歌手に歌い継

がれたシャンソンだが、フランスの詩聖の評価を得たのが20代の日本人女性であったことは、と

てつもない名誉であろう。しかし、プレヴェールは薩を探しだすとこができず、77年に死去して

しまう。遺言を引き継いだプレヴェールの未亡人が、薩と出会うのは彼の死後8カ月経ってからで

あった。 

薩は、プレヴェールの遺言を受けて彼の詩に曲をつけてレコードに吹き込んだ。それが、1979年

発売の『JAQUES PREVERT』である。 

数人の男性作曲家によって曲がつけられたが、その曲調は全体的にアコースティックで、多くの

プレヴェールの詩に曲をつけたジョセフ・コスマのものとは差違をつけ、かつ文学詩の雰囲気を

壊さぬように配慮されている印象を受けた。 

プレヴェール未亡人は遺言にしたがい、薩に彼の詩を渡すが、日本の音楽誌等の資料を読むとそ

の内容が錯綜している。プレヴェールが薩のために書いた詩を渡した、未発表の詩を歌う許可を

与えた、等の様々なエピソードが語られているのだ。 

しかし、『JACQUES PREVERT』の収録曲を見る限り、プレヴェールが薩に自身の詩を使用する

許可を与えた、と解釈するのが妥当だろう。なぜなら、このレコードのすべての収録曲が、1951

年刊行のプレヴェールと写真家イジス・ビデルマナスによる写真詩集『春の大舞踏会』に収めら
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れた詩であるからだ(一曲のみプレヴェールの代表作「朝食」を日本語で歌った曲が収録されてい

る。作曲はジョセフ・コスマ)。 

『春の大舞踏会』は、パリの街の風景を撮ったビデルマナスの写真にプレヴェールが詩を寄せた

ものだ。薩のレコード発売にあわせて刊行された『現代詩手帖 プレヴェール特集』(79年3月)では

、レコードに収録された詩の日本語訳と、『春の大舞踏会』に掲載された写真を見ることができ

る。 

薩は『春の大舞踏会』のなかから、自身の気に入った詩を選びレコードに吹き込んだ。もともと

『春の大舞踏会』に収められた詩には、写真に寄せたものゆえタイトルがつけられていない。な

ので、レコードでは曲目として、それぞれの詩の冒頭一行目、二行目を便宜上のタイトルとして

いる。 

薩が選んだプレヴェールの詩を見ると、ふたつに分類される。ひとつはプレヴェールお得意の「

童話」のような詩である。子供の夢のような世界を詩で綴り、想像力の自由を訴えている。 

もうひとつは、「戦争と無関心」である。第二次大戦でナチスに支配されたフランスだが、それ

を忘れて無関心でいると、その悲劇は繰り返されるだろうということが綴られている。 

もちろん、プレヴェールはこうしたメッセージを直接訴えてはいない。ビデルマナスの写真に写

された何気ない街の風景からイメージを働かせて詩に綴り、さらに読者に想像させるようなしく

みになっている。 

例えば、レコードの１曲目「彼の見るものはとても美しく」は、ビデルマナスがガラスに顔を押

し付ける少年を撮った写真に寄せられた詩である。長いので、内容は画像を参照してほしい。 

この詩を私なりに次のように解釈した。 

戦争によって廃墟になった街 

人々が戦争に無関心であるかぎり、 

たとえ戦争が終わっても、砕けた窓ガラスは地面に散乱したままだ。 

ガラスのない窓からは、 

美しく風景が見え、自由の風が吹き込んでくる。 

だが、戦火に街を焼かれたときの 

キナ臭さが消えることはない。 

新しく生まれてくる子供たちは、鼻を押し潰されているので、 

それを嗅ぎとることはできない。 

詩は、読み手に多くの想像力を与えるものだ。薩は、こうした解釈を聴き手に与えるような詩を

選び、楽曲として発表したのである。 

このアルバムは、フランスと日本で衝撃をもって迎えられる。薩のレコードは両国で話題になり

、フランスではメディアで取り上げられ、日本では札幌と東京でリサイタルが開かれた。こうし

て、薩は一流歌手の道を進んでいくこととなる。 

ャンソンという鎧ー薩めぐみ Ⅲ 

1979年にジャック・プレヴェールの詩をレコードに吹き込んだ薩めぐみは、日本とフランスで衝

撃をもって迎えられた。彼女は、このアルバムを引っ提げて両国でリサイタルを開くが、そのと

きの衣裳はパリの蚤の市で手に入れた20年代のシャネルのスーツに、アンティークのスパンコー

ルとビーズの飾りをつけたという。 

アンティークの衣裳に身を包んで歌うスタイルは、このとき完成したと言ってよい。 
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プレヴェールの詩の使用を認められた彼女だが、二度と彼の作品で新しい楽曲を発表することは

なかった。レコード発売の翌年、彼女の前に新しい詩の世界が拓かれていたからである。 

1980年、イラストレーターで劇作家のローラン・トポールが彼女に幾篇かの詩を捧げた。 

トポールは、1938年生まれのポーランド系ユダヤ人。第二次世界大戦中は、ナチスドイツから迫

害を受け、戦後はイラスト、劇作、小説などで才能を発揮した。97年に死去している。 

トポールのイラストは、「ブラックユーモア」と称されている。確かに、作品を見ると暴力性や

サディズム、マゾヒズム、エロティシズムに富んでいる。しかし、幼少期の彼がナチスに迫害さ

れたことを思えば、サブカルチャーや戯画で片付けることはできないだろう。 

薩は、トポールの詩に曲をつけた楽曲で構成したリサイタルをジェラール・フィリップ劇場で３

ヶ月上演した。そしてその楽曲を、セカンドアルバム『Je M’aime(私は私を愛する)』に収録する

。 

トポールは、薩にどのようなテーマの詩を捧げたのか。日本でトポールの風刺漫画本『マゾヒス

トたち』を翻訳したフランス文学者、澁澤龍彦の言葉を使うなら、「資本主義的幸福を否定した

快楽主義」である。快楽主義、つまりは自身の本能によって快楽と自由を得ることである。 

それがどのように詩に表されているのかを、アルバムに収録された詩を断片的に見ながら解いて

いきたい。 

「Monte dans mon ambulance(私の救急車に乗らない？)」 

サイレンの音にぞくぞくしながら 

担架にゆっくり寝そべって 

ブルゴーニュの赤を一杯 

ヴァカンスにはこれが一番 

居心地満点 私の救急車 

「Noir et blanc(黒と白)」 

モンパルナスタワーの私のアパルトマンを 

すっかり白く塗らせたの(中略) 

でも黒いところはちゃんと残るの 

足の付け根の真ん中に 

「Credit Requiem(クレジットレクイエム)」 

アメリカンエキスプレス 

あんたは私をほしくないのね(中略) 

いずれあんたのカードも火あぶり 

死んだカードをふところに 

みんな自由な旅に出るのさ 

まず「私の救急車に乗らない？」だが、フランスでは救急車は有料だ。それに乗ってヴァカンス

に行くという皮肉が込められている。 

「黒と白」では、当時フランスで唯一の高層ビル、モンパルナスタワーの黒い外観を白く塗りつ

ぶすことができる財力のある女が登場する。しかし、その陰部は黒々としているというユーモア

が効いている。 

「クレジットレクイエム」では、資本主義の象徴であるクレジットカードを手放して自由を得よ

うと訴えている。 
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このように、トポールは資本主義の幸福を満喫する人々を皮肉っている。では、いかにして「快

楽主義」を獲得すればよいのか。それは、アルバムのタイトルにもなった詩「Je m’aime」に記さ

れている。 

「私は私を愛する」 

私は禁じられた部屋を持っている(中略) 

夜が来るとわたしはそこを訪れる 

たったひとりで 

わたしのなかに潜む欲望と共に(中略) 

わたしが愛するのはわたし 

愛せるのはわたしだけ 

トポールは、自分の内に秘めた欲望と向き合い、それを本能的にいつくしむことで、金では買え

ない本当の幸福を得ることができる、と説いているのだ。言いかえれば、自分の幸福は資本主義

という制度に規定されるべきでないという、彼の主張を知ることができる。 

トポールの詩を読むと、救急車でバカンスに行ったり、ビルを塗りつぶしたりなど、ユーモア溢

れる世界観である。しかし、そのユーモアのなかに強いメッセージ性が込められているのだ。こ

れは、前回のプレヴェールの詩と同じであろう。 

トポールが、シャンソンのために詩を書き下ろすことは異例であり、これもまた薩の人気を上げ

ることに繋がった。日本では、1982年刊行の「ユリイカ シャンソン特集」で、芳賀詔八郎が「ロ

ーラン・トポールのシャンソン」という題で、薩のアルバムを紹介している。 

なお、このアルバムの曲調は、全体的にクラシックにロックを融合したプログレシブ・ロックの

ような印象を受けた。前作の落ち着いた曲調とは大きく異なる。 

またアルバムにはトポール以外にも、演出家のジャン・ベルナード・モラリーや、俳優のダニエ

ル・ジェゴーも詩を寄せている。 

シャンソンという鎧ー薩めぐみ Ⅳ 

薩めぐみは、ジャック・プレヴェールの詩で「戦争と無関心」、ローラン・トポールの詩で「資

本主義的幸福の否定と快楽主義」を歌った。 

そして彼女は、1984年にサードアルバム『則天去私』(フランス語によるタイトルなし)を発表す

るが、製作中に「薩自身による詞に曲をつけてみては？」という提案を受ける。そして、彼女は

４曲の歌詞を書き下ろす。 

それらを紹介する前に、アルバムの全体的な内容を説明したい。 

収録曲は全８曲で、薩の歌詞以外のものは、前作のトポール作詞「私の救急車に乗らない？」「

私は私を愛する」の新録音が入っている。 

また新曲としては、社会学者のジャン・ボードリヤールが薩に捧げた詩「自殺モーテル(Motel 

suicide)」、文豪ヴィクトリ・ユーゴーの詩に曲をつけた「諸行無常(A ma fille 私の娘、の意)」が

ある。 

ボードリヤールは、それを身につけると「自分らしさ」を得ることができる商品に大金を払うの

が現代の消費社会である、と説いた学者だ(大雑把に説明すれば)。「自殺モーテル」では、自殺

という自己決定を、商品として扱うモーテルが登場する。たとえ自殺を思い止まっても、前払い

制なので取り返しがつかないという、「自分らしさ」すら商品として買えてしまう消費社会への

皮肉を歌う。 
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「諸行無常」は、「ひとにはそれぞれ運命がある。みんな幸せになろうとするけど、運命が邪魔

をする。でも、そのちっぽけな幸せこそ、人々が本当に欲しいもの」という内容の詩で、生きる

ことの倦怠と希望を歌っている。 

では、薩が書き下ろした歌詞について取り上げていきたい。彼女が自身の詩で歌ったのは、「日

本人移民である自分が、異端者としてフランスで生きる覚悟」であった。 

薩の詩を抜粋して見ていきたい。 

「わたしも人の子(Comme tour le mond みんなのように、の意)」 

わたしも人の子 みんなと同じ 

死体の肉を食べないときは 

朝食べるのはクロワッサン 

瀕死の記事を読みながら 

「すべては愛、残りは誤算(tout est amour すべては愛、の意)」 

愛がすべて、あとは誤算 

私たちの最後の花火も静かに消えてしまったもの 

「宿無し女(Clocharde ホームレス、の意)」 

すっかり意気消沈した私はドブに捨ててやったのさ 

住所録だのなんやかんや(中略) 

愛だよ愛 愛さえあれば貧しくないのさ 

「シリコンレディー(Silicone lady)」 

私は女のロボットです(中略) 

でもこれは、貴方達の子供の歌なのです 

「私は人の子」では、「死体の肉を食べる」という異端者が登場する。しかし、それ以外は私は

みんなと同じであると主張する。 

「すべては愛、残りは誤算」、「宿無し女」は、薩と詩人のウィリアム・クリフとの連名で作詞

された。一見、ありきたりな恋愛の歌にみえるが、クリフが同性愛者であり、同性愛に関する詩

を発表して文壇から非難された人物であることを知れば、この歌詞が「異端の愛」を歌ったもの

であるのがわかる。 

しかし、日本人である薩の異端者意識が最も表れているのは、「シリコンレディー」である。 

この歌詞は物語形式になっている。 

女のロボットは美人で頭脳明晰。製作者である博士は嫉妬して、彼女を殺そうとするが返り討ち

にあう。その後、財界人たちが彼女の配偶者を作ろうとやっきになる。 

こんな話をお信じにはならないでしょう、「でもこれは、貴方達の子供の歌なのです」 

という一言で物語を締める。 

女のロボットが、人間社会を支配し、しかもそれは未来で生まれてくる自分たちの子供である、

とうそぶいているのだ。 

さらにこの楽曲には、注目すべき点がある。 

この一曲のみ、東京のスタジオでレコーディングされ、編曲者がYMOの細野晴臣であることだ。 

日本人の薩が書いた、女のロボットが世界を支配する詞を、日本人の細野が当時の流行の最先端

であるテクノサウンドで編曲して完成した異端者による楽曲をもって、彼女はフランスの音楽市

場に勝負を仕掛けたのである。 
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この「シリコンレディー」は、「移民には地獄」のフランスにおいて、彼女が日本人として、ま

たシャンソン歌手として生きていくための鎧となった。 

アンティークの衣裳に身を包んでテクノを歌う「薩めぐみ」のスタイルは、プレヴェールの過去

、トポールの現代性、彼女自身の異端者として生きる覚悟をもって、完成したのである。 

シャンソンという鎧ー薩めぐみ Ⅴ(完結) 

薩めぐみは、自身が作詞し、細野晴臣がアレンジしたテクノ調の楽曲「シリコンレディー」によ

って、移民として、そしてシャンソン歌手として生きる鎧を手にいれた。 

この鎧が最も効果をもたらしたのは、1986年発売の４枚目のアルバムの表題曲「Give back my soul

」(作詞者は薩)である。 

IT WAS IN 1995 AT THE LAKE OF SENEGAL A GIANT RAPED ME, 

CHANGED ME INTO A LOVE MACHINE 

MY HEART DOESN'T BEAT ANYMORE  

MY BLOOD DOESN'T FLOW ANYMORE (中略) 

I WAS A LOVE MACHINE  

(GIVE BACK MY SOUL)  

1995年、私はセネガルの湖の巨人にレイプされた。 

私は、肉便器に成り下がった。 

私の感情は失われてしまった。 

私は冷血になった。(中略) 

私は肉便器だった。 

(私の心を返して) (峰訳) 

この歌詞を読み解くと、発表されたのが86年であるにも関わらず、「IT WAS IN 1995」と未来の

出来事が過去形で記されている。よって、このストーリーは架空のことであることが示される。 

しかしこの生々しい歌詞からは、シャンソンを通じてフランスで生きるための鎧を纏った薩が歩

んだ半生が、ドンキホーテのごとき「花咲ける騎士道」ではなかったことが伺える。彼女のなか

では常に「心をレイプされる」不安に怯えていたのではないだろうか。 

一方でこの歌詞は、読み方によっては自分語りのヒロイズム、被害者意識として捉えられかねな

い脆弱さがある。しかし見ての通り、彼女はこの歌詞を英語で記している。フランス語や日本語

ではない、自身のバックボーンによらない言語である英語を用いて歌ったことが、異端者として

の薩のプライドの表れであり、歌詞の脆弱性を克服している。 

この歌詞は激しいテクノ調に編曲され、薩は喘ぎ声や首を絞められたような奇声を上げたり、床

に倒れ混んだりしながら歌っている。従来の彼女には見られなかった、ある種の狂気を感じずに

はいられない。 

ところで、我々が薩について興味を持ったとき、検索に用いるのはYouTubeだろう。しかし

YouTubeには「Give back my soul」までの映像は多く投稿されているが、それ以降の楽曲があまり

ないことに気づく。つまり、86年までの彼女の姿がそのまま「薩めぐみ」という歌手のイメージ

として固定されてしまう可能性がある。 

彼女を真の姿を知るためには、86年から死去する2010年までの楽曲も見ていかなければならない

。 

とはいえ、86年以降はオリジナルアルバムはほぼ製作されていない。何枚かのライブ盤が発売さ

れたのち、 

2005年『CHANSONS LITTERAIRES DES ANNEES 30 Reissue(1930年代の文学的シャンソン)』 
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2009年『Apres ma mort(私の死んだ後)』 

の２枚が発売されたきりである。 

(この２枚については、他稿参照のこと) 

ところで、私は彼女が「詩の世界を生きた人」であると認識する。 

ひとつ、それを裏付ける楽曲を紹介したい。2002年に発売された、音楽評論家の永瀧達治プロデ

ュースによるアルバム『暗い日曜日 トリビュート』の収録曲だ。 

このアルバムは、1936年にシャンソン歌手、ダミアが歌った「Sombre Dimanche(暗い日曜日)」を

10組のアーティストがカバーしたものである。 

私はいつか日曜日に死ぬだろう(中略) 

怖がらないで、恋人よ 

瞳があなたを見ることができなくても 

瞳が語りかけるのよ 

私は自分の命よりもあなたを愛していたと 

暗い日曜日 (永瀧訳) 

このアルバムに参加した薩は、アコーディオニストのダニエル・コランの伴奏に合わせて歌詞を

朗読する。あえて歌わず、抑揚と情感を込めた肉声をもって歌詞の世界を紡ぎ出すパフォーマン

スは、表現者として生きた彼女が至った境地である。 

この「暗い日曜日」こそ、薩めぐみの真の姿が表れた楽曲だと私は思う。 

結びとして、薩めぐみの激動の生涯の原動力を探りたい。 

彼女がプレヴェールのアルバムをもって日本公演を催した際、自身のバイタリティーは「道産子

の開拓者精神」と述べている記事を見つけた。 

彼女の出身地である札幌は、明治以降に開拓使が原野を拓き、西欧の都市モデルを再現したフロ

ンティアである。従来の日本の風土にはなかった西洋建築や欧米の植物を根付かせ、近代日本と

いう新しい時代を「まちづくり」によって創造した過程は、薩の生きざまそのものに思えてなら

ないのだ。 

日本とフランスの異文化を、自分のなかで相互に結びつけ、新たな文化のスタイルを作り出した

表現者として活躍した彼女の生きざまは、まさに開拓者精神の強さに裏打ちされていると言える

だろう。 

そして、これは現代のグローバル社会を生きるものとして、あるいはシャンソンを愛するものと

して、自分はそれらをいかに捉えて表現や紹介をしていくか、という私自身の問いに帰結するの

である。 

(画像は『暗い日曜日 トリビュート』のジャケット、晩年の薩、薩のインタビュー記事) 

完 
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